
　

　15世紀中葉の勝連城主。北谷間切屋
良の安次嶺家の娘と貴族の間に生ま
れたという伝説がある。勝連城主茂知
附按司を攻め城主となり、国王尚泰久
の娘、百度踏揚を娶る。その後、中城城
主護佐丸を討ち、中山攻略を計画する
が、夫人百度踏揚とその付人である大

城賢雄（鬼大城）に事前に知られ、大城
賢雄を大将とする中山軍に滅ぼされ
たという。阿麻和利は逆臣としてのイ
メージが強いが、伊波普猷や仲原善忠
の説によると、「沖縄最後の古英雄」
「領民の信望あつい豪快な人物」と評
価されている。

　喜屋武朝徳は、1870年（明治3年）
11月に首里儀保村で誕生した。父親
の朝扶は、尚泰侯爵の家扶（書記官）の
要職にあり、文武両道にたけた高潔な
人格者であった。朝徳12歳のころ父
にともなわれて上京し、16歳まで二
松学舎で漢学を学ぶ。小柄で体も弱
かったので父親から空手や角力を教

わる、20歳のときに帰省し、首里手の
松村宗棍、泊手の親泊興寛に師事し、
空手道の大家となる。38歳の頃から
比謝川付近に居を構え後進の指導に
あたった。通称「チャンミーグァー」と
呼ばれ、体つきはやせて小柄であった
が飛鳥のような早枝をもって世に知
られた空手家である。

　1897年3月4日に嘉手納町字水釜801番地に生まれる。
17才の時に勢理客宗徳氏より琉球古典音楽野村流の手解
きを受ける。その後瑞慶覧朝蒲、高安朝常、金武良仁、伊佐川
世瑞、宮城嗣長の各先生に師事。研鑽にはげみ、1963年に
沖縄タイムス社より芸術祭協力賞を授与され同年12月、野
村流音楽協会定期総会において名人賞を授与される。

蕃薯（甘藷）伝来350周年記念事業の一環として建立し
た「野國總管宮」。神社には、食糧難で苦しんでいた琉球
の人々を救った恩人、野國總管が祀られている。

　野國總管は、嘉手納町の野国の出
身で、尚寧王時代に首里王府の進貢
船（貿易船）の總管役を勤めた人で
ある。總管という役職は進貢船の中
で事務を管理したり、航海の安全を
祈ったりする事務長のことだと言
われ、總管の本名はわかっていな
い。沖縄と中国との正式な国交は
1373年（文中1 年）に始まり、1872
年まで続いた。1605年（慶長10年）
に中国福健省福州より甘藷を持ち
かえり郷里の野国で栽培した。これ
を伝え聞いた儀間真常が野國總管
より栽培法を習い、約15 年後には

沖縄全島に普及した。1615 年（元和
元年）にウィリアムアダムス（三浦
按針）によって、那覇から長崎の平
戸へ伝えられ、それをリチャード
コックスが北九州一帯に広めた。
1705年（宝永2年）には薩摩の前田
利右衛門により沖縄から薩摩に伝
えられ、唐藷と呼ばれた。1735年
（享保20年）には青木昆陽によって
甘藷の栽培が関東以南に広がり、薩
摩藷と呼ばれるようになった。野國
總管は俗に「ウム大主」と呼ばれて
尊敬され、産業の恩人として県民や
町民から親しまれている。

野國總管
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琉球産業の三大恩人

Katsuren Castle Lord Amawari

Noguni Sokan, one of the three major benefactors of the Ryukyu industry
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文武兼備の空手家 喜屋武 朝徳
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琉球古典
音楽野村流名人 幸地 亀千代

　1900年1月、奥間家の三男として嘉手納町水釜に生ま
れる。7才の頃から三味線を手にし、21才で村芝居の地謡
をなす。その後、山田世恭、城間恒有らに師事。1955年野
村流古典音楽保存会創立に参加し、翌年、野村流師範を免
許皆伝。1958年に湛水流師範を免許され後継者となる。
1967年5月、享年68才で生涯を閉じる。

野村流及び
湛水流師範 奥間 盛正
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